









（Beesdo-Baum et al., 2012）。しかしながら，心配に対処
する行動は，問題解決といった適応的に機能することも指






















（STAI；清水・今栄，1981），（b）心配：Penn State Worry 
Questionnaire（PSWQ；杉浦・丹野，2000），（c）価値に










関が示された（CBAS；r＝ -.37, p＝ 00）。共分散構造分析
を行ったところ，PSWQ得点とCBAS得点の間にAAQ-II



















た（風船：t（18） ＝ -.67, p＝ .51，アナログリコール：t（17）
＝ -.58, p＝ .57，メールボックス：t（18） ＝ -1.63, p＝ .12，











***p < 001 
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Figure １．心配と「体験の回避」が回避行動に及ぼす影響。
